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研究成果の概要（和文）：総括班主導で領域全体を管理運営し、総括班内の各WGが各班の有機的な連携を支援し
た。DB構築支援WGは臨床系計画班から得られたデータベースを拡充した。学理構築支援WGは論文リストを作成
し、融合支援WGは、関連資料の英語化をすすめ、渉外WGは業績をwebに掲載し、Newsletterを発行した。人材育
成WGは著名な研究者を招聘しセミナーを開催した。臨床支援WGは各班の連携関係の統合整備を行った。

研究成果の概要（英文）：The all groups were managed and operated by the coordination committee, and 
each WG in the coordination committee supported the organic cooperation of each group. The DB 
support WG has expanded the database obtained from the clinical planned research groups. The 
Academic Development Support WG created publication lists, the Fusion Support WG worked to translate
 the related materials into English, the External Affairs WG published the results on the web, and 
published the Newsletter. The Human Resources Development WG invited prominent researchers to hold a
 seminar. The Clinical Support WG has integrated and maintained the cooperative relationship of each
 group.

研究分野：複合領域
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研究成果の学術的意義や社会的意義
複雑かつ多様に変化する人体臓器の形態や機能を、数理統計的に統一して扱う新しい理論の提案と、それに基づ
いて構築する多元計算解剖モデルや認識理解アルゴリズムなどの基盤技術に学術的特色がある。また、新しい理
論や基盤技術を多様なデータに組織的に適用・評価することで、高次元のモデリング技術と次世代の認識理解技
術を確立すると同時に、新しい臨床課題に取り組む点にも特色がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
人体臓器などのモデルとその応用に関する国内外の関連研究動向について触れる。まず、人体
の総合的理解を目的とする学問領域として Physiome があげられる。Physiome がゲノム・タン
パクから細胞、組織、そして臓器へとボトムアップで生命現象の理解を目指すのに対し、臓器
形状の数理統計モデルを出発点とする。これは上記４つの概念において多元化する計算解剖学
のアプローチは相補的役割を果たすといえる。医用画像解析に基づく診断支援・画像誘導治療
システム分野においては、NA-MIC (全米医用画像解析連合)や ERC-CISST (計算機統合手術シス
テム研究センター)、経産省 NEDO「インテリジェント手術機器研究開発」などが代表的なもの
である。いずれも計算解剖モデルの開発を主眼としてはいない。さらに、人体解剖・生理機能
の計算機モデル分野においては、米国 UCLA・LONI (脳画像研究所)などで脳を対象にした取組
がなされているが、本申請のように、個体差の極めて大きい胸部・腹部を中心に全身をその対
象としたものはない。本申請が狙いとしているような多様な特徴に注目した数理統計的モデル
化を行い、その上で個人固有の解剖や機能を理解することについては、その重要性にも関わら
ず十分な研究が行われていない。本申請によって、最初に述べた４つの軸に沿ってモデルを拡
張し、多元かつ精緻な数理統計モデルに基づき人体の総合的理解を進めることは、高度に知能
化された診断・治療法の創成およびその関連研究につながり、周辺および関連分野の飛躍的な
発展が期待されるとの認識に至り、本申請を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
研究レベルから実際の臨床で撮影されている各種医用画像に含まれる、数百に及ぶ解剖・病理
構造を対象とし、以下の課題に取組む。 
1. 計算解剖モデルの多元化：空間、時間、機能、病理の４つの軸の方向に従来の計算解剖モデ
ルを拡張し、マルチスケール時空間、マルチフィジクス、病理を含む臓器組織の物性などの情
報を統一して扱えるようにする。 
2. 高度に知能化された診断・治療法の創成：画期的な診断・治療法の確立を目指し、拡張した
多元計算解剖モデルを利用した生体シミュレーションによる高度な予測や判断に基づく診断ア
ルゴリズム、および新しい治療機器の設計・開発に応用する。 
3. 計算解剖学の学理の再構築と強化：計算解剖モデルの多元化のための基礎数理、多元計算解
剖モデルの構築論や基盤技術論、さらにはそれらの臨床応用論などについて、計算解剖学の学
理の再構築と強化を図る。 
計画班による上記の課題への取り組みを支援するために、総括班では数理系研究者による数理
支援ワーキンググループ(WG)を設置し、各班への数理面での支援・強化を確実にする。その他
の主な WG としては、基本ソフトウエアの開発整備、計算基盤の提供など工学的な側面からの
融合研究を支援する融合支援 WG、領域内の全研究者がアクセス可能なデータベースを構築する
WG、重要な臨床課題を領域全体で取り組む研究を支援する臨床支援 WG などを設置する。 
 
３．研究の方法 
領域内における有機的連携に基づいた研究を推進するには、研究支援活動が欠かせない。これ
らの研究支援活動は、領域代表を中心とする総括班を中心に数理支援、融合支援、 データベー
ス、臨床支援のワーキンググループ(WG)を設けた。更に、若手研究者育成や対外交流のために、
人材育成 WG、渉外 WG、国際 WGを設け、本領域の特色を踏まえ総括班は以下の研究支援活動を
実施した。 
 
４．研究成果 
総括班主導で領域全体の管理運営に当たると同時に、総括班の下に特定の課題を担当する WG
を設置し、それぞれに以下に示す役割を果した。なお、下線は WG 主査である。 
数理支援 WG (本谷・井宮):A01 で開発される数理的基盤が A02、A03 で効率的に活用されるとと
もに、多元計算解剖における応用的課題が数理的課題へとフィードバックされるよう、数理支
援 WG を設置した。 
融合支援 WG (森・小林):領域内における有機的な融合研究の促進ができるよう、領域内で共通
利用可能なソフトウエア基盤の開発と提供を行った。具体的には、クラウド型ソフトウエア共
有基盤など、計画班間の共同研究が容易となる情報基盤を提供した。 
データベース WG (清水・縄野・小田):マルチモダリティ・マルチスケール画像に加え時間軸方
向の情報も付加されたデータベースは、本領域において極めて重要な役割を果たした。領域内
における研究の飛躍的発展を期すためには、これらの画像データを収集し、配信する枠組みが
必要となる。そこで、データベースを集中的に構築し、各研究班に配信した。 
臨床支援 WG (木戸・菅野):多元計算解剖の観点から、臨床の場における課題発見とその解決法
の探求は本分野において極めて重要である。領域内における臨床的課題を整理し、その解決法
を領域全体で探求する組織を設置した。研究成果のみならず、臨床の場における要求に基づい
た領域内の有機的連携が可能となった。 
人材育成 WG (佐藤・鈴木):本分野を将来担う若手研究員の人材育成は各計画研究の推進の観点
からも必要不可欠である。国内外における学会発表に加え、総括班が主催する計算解剖セミナ
ー、若手向けセミナーや領域内のインターンシップ、若手研究者が参加するためサマースクー



ル 若手研究者らが自主的に開催するワークショップ開催等を企画立案実施する WG を設置し人
材育成を図った。 
渉外 WG (仁木・目加田):国民から託された貴重な税金によって本申請領域は実施された。その
ために、継続的に社会と対話しながら研究を進めることは重要である。これらは計画班が個々
に実施するの ではなく、総括班がリーダーシップをとりながら進めることが望ましい。そこで、
「社会との対話」を担う渉外 WG を設置し、小中高生向けの講座、公開市民講座、JSPS が募集
する「ひらめきときめきサイエンス」などを通じて、社会への研究成果還元を積極的に進めた。 
国際 WG (藤田・増谷):本申請領域における研究を成功に導くためには、国際レベルでの議論も
重要である。毎年開催の国際シンポジウムや各領域内外での会議などにより、国外の研究者と
も密にディスカッションを行い、国際的に最高水準の研究と人材育成を推進できるよう配慮し
た。平成 27年度からは公募班の参入したため、各 WG が橋渡しとなって、計画班や公募班間の
連携がとれる体制を作った。 
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